
水産ワーキング・グループ開催経緯 

第１回 平成 29 年９月 20 日（水） 

１．我が国水産業の現状と課題について 

：農林水産省 

２．水産ワーキング・グループにおける今期の主な審議事項 

第２回 平成 29 年９月 25 日（月） 

１．全国漁業協同組合連合会からのヒアリング 

２．国立研究開発法人 水産研究・教育機構からのヒアリング 

第３回 平成 29 年 10 月 13 日（金） 

１．沿岸養殖について、自治体・漁業協同組合・民間事業者からヒアリング 

：小浜市・小浜市漁協・株式会社クラウド漁業・福井県 

２．沿岸漁業の現状等について、漁業協同組合からヒアリング 

：いとう漁業協同組合 

第４回 平成 29 年 10 月 27 日（金） 

１．沖合漁業者からヒアリング 

：本間漁業株式会社 

２．遠洋漁業者からヒアリング 

：福一漁業株式会社 

第５回 平成 29 年 11 月６日（月） 

１．水産流通事業者からヒアリング（その１） 

：イオンリテール株式会社 

２．水産流通事業者からヒアリング（その２） 

：ＣＳＮ地方創生ネットワーク株式会社 

第６回 平成 29 年 11 月 17 日（金） 

 水産ワーキング・グループにおけるこれまでの議論の整理 

第７回    平成 29 年 11 月 24 日（金） 

「漁業の成長産業化等の推進と水産資源の管理の充実」に向けた農林水産省における検討

状況について 

：農林水産省 

第８回 平成 30 年１月 30 日（火） 

１．水産ワーキング・グループにおける資源評価の技術的な質問に関する農林水産省回答

等について 

：農林水産省 

２．漁船設備の現状について、事業者からのヒアリング 

：古野電気株式会社 

２



 

第９回  平成 30 年２月 15 日（木） 

 １．大型漁船造船事業の現状に関する、事業者からのヒアリング 

：株式会社三保造船所 

 ２．海技士免許及び船舶安全基準の現状に関する、国土交通省からのヒアリング 

：国土交通省 

 

第 10 回    平成 30 年２月 27 日（火） 

 水産養殖事業者からのヒアリング 

：弓ヶ浜水産株式会社 

   

第 11 回  平成 30 年３月 13 日（火） 

 １．水産流通・加工事業者からのヒアリング 

：株式会社くらコーポレーション 

 ２．大日本水産会からのヒアリング 

 

第 12 回  平成 30 年３月 20 日（火） 

 １．製薬事業者からのヒアリング 

    ：共立製薬株式会社 

 ２．水産養殖事業者からのヒアリング 

    ：東町漁業協同組合 

 ３．沖合・遠洋漁業団体からのヒアリング 

    ：（一社）全国まき網漁業協会 

 

第 13 回  平成 30 年３月 30 日（金） 

 全国漁業協同組合連合会からのヒアリング 

 

第 14 回  平成 30 年４月６日（金） 

 １．水産養殖事業者からのヒアリング 

    ：グローバル・オーシャン・ワークス株式会社 

 ２．漁業協同組合からのヒアリング 

    ：大阪市漁業協同組合 

 


